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○
勲
記
勲
章
の
伝
達

勲
八
等
端
宝
章
　
故
長
崎
医
大
生

浅
田
　
香
月
　
健
殿

正
八
位
　
　
　
　

故
陸
軍
少
尉

豊
原
　
三
原
米
一
殿

○
善
　
　

意

一
、
香
典
返
し
寄
付

広　 報

沢
　
江
　
　
　
河
辺
惣
伊
智

父
　
勝
信
死
亡

上
中
小
野
　
　
松
崎
常
春

母
　
イ
シ
死
亡

豊
　
原
　
　
　
三
原
ナ
ミ
エ

夫
　
祥
祐
死
亡

宗
　
頭
　
　
　
大
崎
幸
男

母
　
ト
メ
死
亡

正
楽
寺
　
　
　
小
林
チ
エ
子

夫
　
芳
夫
死
亡

豊
　
原
　
　
　
今
崎
康
一

父
　
小
一
死
亡

見
舞
返
し
寄
付

三
、
一
般
寄
付

生
　
島
　
　
　

中
本
藤
吉

野
波
瀬
　
　
　

藤
永
育
男

昭和52年８月１日

豊
　
原
　
　

今
崎
小
一

小
　
島
　
　
　

仲
野
光
雄

四
、
指
定
寄
付

三
隅
町
花
の
会
長
　
金
子
一
雄

お
よ
ろ
こ
び
申
し
上
げ
ま
す

出
生
　
昭
和
五
十
二
年
六
月
二
十
二
日

か
ら
七
月
十
八
日
受
付
分

土
　
　
手
　
塩
田
裕
子
　
　
憲
　
治

下
中
小
野
　
大
谷
百
合
江
　
保
　
治

野
波

瀬

小
　
　
島

野
波

瀬

二

条

窪

滝
　
　
坂

豊
　
　
原

豊
　
　
原

飯
　
　
井

豊
　
　
原

野

波

瀬

西
村
　
巧

西
本
幸
司

黒
瀬
友
伸

岡
村
昌
美

坂
本
浩
之

高
木
仁
裕

山
中
孝
夫

五
島
里
恵
子

末
永
晃
二

石
津
由
美
子

繁秀
　
司

彰
　
己

幸
　
夫

壽
　
和

ト
シ
オ

一
　
男

豊義
　
人

亀
　
男

ミ
、応
募
用
紙
　
官
製
は
が
き

四、記
入
方
法
　
は
が
き
一
枚
に
応
募
標

語
一
点
と
応
募
者
の
住
所

氏
名
、
年
令
、
職
業
を
記

入
の
こ
と
。

五
、
送
り
先
　
山
口
市
滝
町
一
の
一

山
口
県
社
会
課

六。締
　
切
　
昭
和
五
十
二
年
八
月
十
五

日
当
日
消
印
有
効

七、入
選
発
表
　
九
月
上
旬
入
賞
者
に
通

知
す
る
こ
と
で
発
表
に
か

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

死
亡
　
昭
和
五
十
二
年
六
月
二
十
一
日

か
ら
七
月
二
十
三
日
受
付
分

沢
　
　
江
　
河
辺
　
勝
信

上
中
小
野
　
松
崎
　
イ
シ

明

和

苑
　
大
野
　
サ
ツ

正

楽

寺
　
小
林
　
芳
夫

宗
　
　
頭
　
大
崎
　
ト
メ

豊
　

原

今
崎

小
一

明

和

苑

荒
川
　
又
一

七
三
才

七
七
才

八
七
才

四
九
才

八
九
才

七
三
才

六
六
才

☆
老
人
敬
愛
運
動
推
進

標
語
募
集

昭
和
五
十
二
年
度
か
ら
、
県
民
の
一

人
一
人
か
老
人
に
感
謝
の
気
持
ち
を
こ

め
て
接
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
心
の
か
よ

っ
た
老
人
敬
愛
運
動
を
推
進
す
る
に
あ

た
り
、
運
動
の
一
環
と
し
て
次
の
と
お

り
標
語
を
募
集
し
ま
す
。

一
、主
催
　
山
口
県
、
山
口
県
社
協

二
、標
語
の
内
容
　
「
老
人
と
の
心
の
交

流
」
　「
老
人
の
孤
独
感
の
解

消
」
　「
老
人
に
対
す
る
援
助

活
動
」
の
い
ず
れ
か
を
テ
ー

マ
と
し
た
も
の

山
口
県
職
員
採
用

中
級
・
初
級
試
験
に
つ
い
て

受
付
期
間
　
９
月
１
日
か
ら
９
月
2
0

日
ま
で

受
験
資
格

中
級
　
昭
和
2
5年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
3
3年
４
月
１
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の

初
級
　
昭
和
3
1年
４
月
２
日
か

ら
昭
和
3
5年
４
月
１
日

（
、賞
　
入
選
三
点
　
賞
金
一
万
円
賞
状

佳
作
九
点
　
賞
金
二
千
円
賞
状

九、応
募
作
品

応
募
作
品
は
未
発
表
の
自
作
品
に

限
る
。

応
募
作
品
は
返
却
し
な
い
。

入
選
作
品
の
版
権
は
、
主
催
者
に

帰
属
す
る
。

入
選
作
品
は
、
ポ
ス
タ
ー
、
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
等
に
使
用
す
る
。

〇
防
衛
大
学
生

〇
防
衛
医
科
大
学
生

〇
一
般
曹
候
補
学
生

〇
看
護
学
生

〇
婦
人
自
衛
官

０
２
等
陸
海
空
士

将
来
性
抜
群
、
安
定
し
た
待
遇
と
楽
し

い
生
活
、
身
分
は
特
別
職
国
家
公
務
員

で
す
。
応
募
手
続
は
町
役
場
で
細
部
は

町
役
場
総
務
課
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ

い
。

ま
で
に
生
ま
れ
た
も
の

受
験
申
込
書
の
請
求

山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
山
口
市
春
日
町
８
ー
３
）

又
は
県
税
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す

自
衛
官
募
集

来
春
卒
業
さ
れ
る
高
校
生
の
皆
さ
ん

へ
、
只
今
防
衛
庁
で
は
次
の
募
集
を
受

付
て
い
ま
す
。

「
精
神
衛
生
無
料
相
談
」
の

お
知
ら
せ

目
的
…
精
神
障
害
と
呼
ば
れ
る
大
を

持
つ
家
族
は
、
毎
日
を
言
い
知
れ
な
い

苦
し
み
、
悩
み
の
中
で
す
ご
し
て
い
ま

す
。
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
家
族
の
相
談

に
応
じ
、
も
っ
て
精
神
障
害
者
と
呼
ば

れ
る
人
の
福
祉
の
向
上
を
は
か
ろ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

主
催
・：
山
口
県
精
神
障
害
者
家
族
連

合
会後

援
・：
山
口
県
　
山
口
県
精
神
衛
生

協
会面

接
員
…
精
神
科
医
師
・
保
健
婦
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
・
家
族
会
役
員

日
程
・：
８
月
1
1日
（
木
）
1
0時
～
1
5

時
会
場
・：
長
門
市
中
央
公
民
館

お
問
い
合
せ
・：
長
門
保
健
所
（
電
話

0
8
3
7
2

一
２
一
2
8
1
1

）

湯免温泉まつり
恒
例
の
湯
免
温
泉

ま
つ
り
が
次
の
と
お

り
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
ご

家
族
そ
ろ
っ
て
夏
の

楽
し
い
一
夜
を
お
過

ご
し
下
さ
い
。
当
日

は
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
の
で
近
く
の
方

は
車
で
の
お
い
で
は

ご
遠
慮
下
さ
い
。
な

お
警
察
官
、
交
通
指

導
員
の
指
示
に
従
い

湯
免
道
路
の
片
側
に

駐
車
し
て
下
さ
い
。

と
き
　
８
月
2
0日
午
後
５
時
か
ら

と
こ
ろ
　
湯
免
温
泉
広
場

主
催
　
商
工
会
青
年
部
、
青
年
団

婦
人
会

後
援
　
三
隅
町
　
教
育
委
員
会

催
物
〇
盆
踊
り
大
会
、
仮
装
コ
ン
タ
ー

ル
、
総
踊
り

〇
素
人
の
ど
じ
ま
ん
大
会
（
出
場

希
望
者
は
８
月
1
0日
ま
で
に
商

工
会
へ
申
込
み
下
さ
い
）

〇
川
棚
の
青
龍
太
鼓

Ｏ（
ワ
イ
ア
ン
バ
ン
ド
の
歌
と
演
奏

〇
福
引
、
即
売
会
そ
の
他
各
種
催

物
を
用
意
し
て
い
ま
す
の
で
ご

期
待
下
さ
い
。

◇
八
月
の
税
金
◇

八
月
は
、
町
県
民
税
第
二
期
分
と
、

国
民
健
康
保
険
税
第
二
期
分
を
納
め
る

月
で
す
。
お
忘
れ
の
な
い
よ
う
早
目
に

納
税
し
ま
し
ょ
う
。
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